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１

　

母
艦
か
ら
目
的
地
の
上
空
ま
で
、
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

の
時
間
を
要
し
た
。

　

攻
撃
隊
は
、
合
衆
国
海
軍
の
主
力
艦
上
戦
闘
機
グ
ラ
マ
ン

Ｆ
４
Ｆ
〝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
〞
八
〇
機
と
、
同
じ
グ
ラ
マ

ン
社
が
開
発
し
た
新
鋭
艦
上
戦
闘
機
Ｆ
６
Ｆ
〝
ヘ
ル
キ
ャ
ッ

ト
〞
だ
。

　

Ｆ
６
Ｆ
と
Ｆ
４
Ｆ
の
巡
航
速
度
に
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
差

は
な
い
が
、
Ｆ
４
Ｆ
は
主
翼
の
下
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
二

発
を
提さ

げ
て
い
る
た
め
、
速
力
が
低
下
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
Ｆ
６
Ｆ
も
Ｆ
４
Ｆ
に
速
度
を
合
わ
せ
て
い
た
。

「『
オ
ー
ク
１
』
よ
り
全
機
へ
。
左
一
〇
度
、
サ
イ
パ
ン
と

テ
ニ
ア
ン
」

「
Ｖ

Ｆ

１

１

イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
」
戦
闘
機
隊
隊
長
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ダ
ム

ス
中
佐
の
声
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
に
響
い
た
。

「
Ｖ

Ｆ

１

０

エ
セ
ッ
ク
ス
」
戦
闘
機
隊
隊
長
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ン
少
佐

は
、
右
後
方
に
見
え
る
太
陽
に
注
意
を
払
っ
た
。

　

警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
陽よ

う

光こ
う

を
背
に
し
て
の

奇
襲
だ
。

　

巡
航
速
度
よ
り
も
低
速
で
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
不ふ

意い

打

ち
を
受
け
れ
ば
、
新
鋭
機
と
い
え
ど
も
、
あ
っ
さ
り
墜お

と
さ

れ
る
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
を
攻
撃
し
た
日
本
艦
隊
を

叩
く
だ
け
で
は
な
い
。
新
鋭
機
Ｆ
６
Ｆ
の
実
戦
テ
ス
ト
も
兼か

ね
て
い
る
。
貴
重
な
新
鋭
機
を
無む

為い

に
失
う
な
ど
、
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
。

　

距
離
が
詰
ま
る
に
つ
れ
、
二
つ
の
島
が
拡
大
す
る
。

　

北
側
に
位
置
す
る
島
が
サ
イ
パ
ン
島
だ
。

　

そ
の
南
東
岸
に
あ
る
ラ
ウ
ラ
ウ
湾
に
、
日
本
艦
隊
が
い
る

は
ず
だ
っ
た
。

「『
オ
ー
ク
１
』
よ
り
全
機
へ
。
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
ン
サ
イ
ト

標
視
認
」

　

再
び
、
ア
ダ
ム
ス
の
声
が
響
い
た
。

　

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
よ
う
な
形
状
の
湾
内
に
、
一
群
の
艦
船

が
見
え
る
。

　

ほ
と
ん
ど
は
、
湾わ

ん

口こ
う

付
近
に
い
る
よ
う
だ
。
湾
外
へ
の
脱
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出
を
図は

か

っ
て
い
る
ら
し
い
。

「『
オ
ー
ク
１
』
よ
り
『
オ
ー
ク
』『
パ
イ
ン
』。『
オ
ー
ク
』

目
標
一ナ

ン
バ
ー
・
ワ
ン
、ツ
ー

、
二
番
艦
。『
パ
イ
ン
』
目
標
三ナ

ン
バ
ー
・
ス
リ
ー
、フ
ォ
ー

、
四
番
艦
。
今
よ

り
攻
撃
す
る
」

「『
パ
イ
ン
１
』、
了
解
！
」

　

ア
ダ
ム
ス
の
命
令
に
、「

Ｖ

Ｆ

１

２

バ
ン
カ
ー
・
ヒ
ル
」
戦
闘
機
隊

隊
長
ジ
ョ
セ
フ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ス
少
佐
が
返
答
し
、
Ｆ
４
Ｆ

が
高
度
を
下
げ
始
め
る
。

　

Ｆ
４
Ｆ
の
役
割
は
、
二
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
に
よ
る
敵
空
母

へ
の
攻
撃
だ
。
日
本
艦
隊
の
正
規
空
母
四
隻
に
、
Ｆ
４
Ｆ
二

〇
機
ず
つ
を
割
り
当
て
る
。

　

二
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
は
、
ダ
グ
ラ
ス
Ｓ
Ｂ
Ｄ
〝
ド
ー
ン
ト

レ
ス
〞
が
搭
載
す
る
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
に
比
べ
て
威
力

が
小
さ
い
が
、
飛
行
甲
板
に
破
孔
を
穿う

が

ち
、
発
着
艦
不
能
に

陥
お
と
し
いれ
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
の
飛
行
場
を
使
用
不
能
に
し
、
数
万
の
将
兵

を
殺
傷
し
た
敵
機
動
部
隊
へ
の
報
復
と
し
て
は
物も

の

足た

り
な
い

が
、
敵
空
母
四
隻
を
戦
列
外
に
去
ら
せ
る
だ
け
で
も
、
戦
術

的
な
意
義
は
大
き
い
。

「
前
上
方
、
敵ボ

ギ
ー機
！
」

　

不
意
に
、
部
下
の
叫さ

け

び
声
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
響
い
た
。

　

ミ
ラ
ン
は
、
咄と

っ

嗟さ

に
顔
を
上
げ
た
。

　

多
数
の
機
影
が
前
上
方
か
ら
、
Ｖ
Ｆ
10
目
が
け
て
降
下
し

て
来
る
様さ

ま

が
見
え
た
。

「『
セ
コ
イ
ア
』、
か
か
れ
！
」

　

叩
き
付
け
る
よ
う
に
叫
ぶ
や
、
ミ
ラ
ン
は
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
手

前
に
引
き
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
フ
ル
に
開
い
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
に
比
べ
、
二
ト
ン
以
上
も
重
く
な
っ
た
機
体
だ
が
、

エ
ン
ジ
ン
出
力
も
一
二
〇
〇
馬
力
か
ら
二
〇
〇
〇
馬
力
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
空
冷
複
列
星
型
一
四
気
筒
エ
ン

ジ
ン
は
、
力
強
い
爆
音
を
上
げ
、
Ｆ
６
Ｆ
の
機
体
を
高
み
に

引
っ
張
り
上
げ
て
ゆ
く
。

「
出
て
来
や
が
っ
た
か
、
零ジ

ー
ク戦
！
」

　

ミ
ラ
ン
は
敵て

き

愾が
い

心し
ん

を
込
め
て
、
敵
機
に
そ
の
言
葉
を
投
げ

つ
け
た
。

　

合
衆
国
の
戦
闘
機
乗
り
に
と
り
、
仇

き
ゅ
う

敵て
き

と
も
呼
ぶ
べ
き
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機
体
だ
が
、
Ｆ
６
Ｆ
な
ら
負
け
な
い
。
格
闘
性
能
で
は
一
歩

譲ゆ
ず

る
も
の
の
、
他
の
性
能
で
は
ジ
ー
ク
を
上
回
る
機
体
だ
。

　

今
ま
で
の
借
り
を
、
ま
と
め
て
叩
き
返
し
て
や
る
。

　

敵
の
機
影
が
、
み
る
み
る
膨ふ

く

れ
上
が
る
。
機
首
は
、
鏃や

じ
りの

よ
う
に
尖と

が

っ
て
い
る
。

「
二ジ

ュ

デ

ィ

式
艦
偵
…
…
？
」

「
ジ
ー
ク
じ
ゃ
な
い
！
」

　

ミ
ラ
ン
の
呟つ

ぶ
やき
に
、
誰
か
の
叫
び
声
が
重
な
っ
た
。

　

敵
機
の
機
首
に
発
射
炎
が
ほ
と
ば
し
り
、
太
い
曳え

い

痕こ
ん

が
向

か
っ
て
来
た
。
ジ
ー
ク
の
も
の
と
同
じ
、
二
〇
ミ
リ
弾
の
よ

う
だ
。

　

敵
弾
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
か
す
め
、
後
方
に
通
過
す
る
。

　

ミ
ラ
ン
も
一
二
・
七
ミ
リ
弾
を
放
つ
が
、
敵
機
を
捉と

ら

え
る

こ
と
な
く
、
大
気
だ
け
を
貫
く
。

　

Ｆ
６
Ｆ
と
敵
機
が
、
猛
速
で
す
れ
違
う
。

　

ジ
ー
ク
で
も
、
ジ
ュ
デ
ィ
で
も
な
い
。
機
首
が
尖
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
液
冷
エ
ン
ジ
ン
の
装
備
機
で
あ
ろ
う
と
推

測
す
る
だ
け
だ
。

　

敵
の
後
続
機
が
襲
っ
て
来
る
。
正
面
上
方
か
ら
、
太
い
火か

箭せ
ん

を
撃
ち
込
ん
で
来
る
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
脇
を
真
っ
赤
な
曳
痕
が
通
過
し
、
風
防
ガ

ラ
ス
が
不
気
味
な
音
を
立
て
て
振
動
す
る
。

　

ミ
ラ
ン
も
射
弾
を
放
つ
が
、
一
二
・
七
ミ
リ
弾
が
敵
機
を

捉
え
る
こ
と
は
な
い
。
相
対
速
度
が
大
き
過
ぎ
る
た
め
だ
ろ

う
、
互
い
に
機
銃
弾
を
ば
ら
撒ま

く
だ
け
だ
。

「『
セ
コ
イ
ア
３
、
４
』
被
弾
！
」

「
く
そ
っ
た
れ
！
」

　

飛
び
込
ん
だ
報
告
に
、
ミ
ラ
ン
は
罵ば

声せ
い

を
放
っ
た
。

　

ジ
ー
ク
を
圧
倒
し
、
Ｆ
６
Ｆ
の
能
力
を
実
証
す
る
は
ず
が
、

全
く
の
見
込
み
違
い
だ
。

　

未
知
の
新
型
機
に
、
Ｆ
６
Ｆ
が
二
機
も
墜
と
さ
れ
て
い
る
。

「『
セ
コ
イ
ア
２
』
続
け
！
」

　

二
番
機
を
務
め
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
ー
カ
ー
大
尉
に
命
じ
、

ミ
ラ
ン
は
左
の
水
平
旋
回
を
か
け
た
。

　
Ｖ
Ｆ
10
の
編
隊
は
、
大
き
く
か
き
乱
さ
れ
て
い
る
。

　

旋
回
格
闘
戦
に
入
る
機
体
は
な
い
。
日
本
軍
の
新
鋭
機
は
、
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一
撃
離
脱
に
徹て

っ

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

敵
機
が
次
々
に
反
転
し
、
Ｖ
Ｆ
10
に
機
首
を
向
け
る
。

「『
セ
コ
イ
ア
１
』
よ
り
各
隊
。
二
機
以
上
で
戦
え
！
」

　

ミ
ラ
ン
は
、
麾き

下か

全
機
に
早
口
で
指
示
を
送
っ
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
に
搭
乗
し
て
い
た
と
き
、

「
ジ
ー
ク
と
は
、
単
機
で
の
戦
闘
は
避
け
よ
。
二
機
以
上
で

連
携
を
取
り
な
が
ら
戦
え
」

　

と
、
空
母
の
艦
長
や
飛
行
長
か
ら
、
繰
り
返
し
命
じ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
新
型
機
と
も
、
そ
の
原
則
に
従
っ
て
戦
う
べ
き
だ
。

　
Ｖ
Ｆ
10
が
小
隊
毎ご

と

に
分
か
れ
、
敵
機
に
立
ち
向
か
う
。

　

敵
機
も
四
機
、
あ
る
い
は
二
機
一
組
で
、
Ｆ
６
Ｆ
に
向
か

っ
て
来
る
。

（
陸
軍
機
だ
な
）

　

ミ
ラ
ン
は
、
そ
う
直
感
し
た
。

　

日
本
海
軍
の
戦
闘
機
隊
は
、
一
個
小
隊
を
三
機
で
編
成
し

て
い
る
が
、
日
本
陸
軍
は
二
機
を
最
小
単
位
と
し
て
い
る
。

　

敵
の
新
型
機
が
四
機
、
あ
る
い
は
二
機
一
組
で
行
動
し
て

い
る
以
上
、
陸
軍
機
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　

グ
ア
ム
島
の
陥か

ん

落ら
く

後
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
上
空
や
周
辺
海

域
で
、
日
本
陸
軍
の
戦
闘
機
や
軽
爆
撃
機
の
姿
が
確
認
さ
れ

た
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

合
衆
国
が
、
陸
軍
機
で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ

ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ

ン
グ
〞
を
投
入
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
も
ま
た
、

陸
軍
機
を
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
派
遣
し
た
の
だ
。

　

敵
の
新
型
機
が
二
機
、
ミ
ラ
ン
の
小
隊
に
向
か
っ
て
来
る
。

二
対
二
の
対
決
だ
。

　

猟
り
ょ
う

犬け
ん

の
鼻は

な

面づ
ら

の
よ
う
に
尖
っ
た
機
首
や
角
形
に
成
形
さ

れ
た
主
翼
が
、
目
の
前
に
迫
る
。

「
く
た
ば
れ
！
」

　

一ひ
と

声こ
え

叫
ぶ
や
、
ミ
ラ
ン
は
機
銃
の
発
射
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

　

両
翼
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
お
び
た
だ
し
い
曳
痕
が
ほ
と
ば

し
っ
た
。

　

六
丁
の
機
銃
か
ら
放
た
れ
る
一
二
・
七
ミ
リ
弾
は
、
古
代

の
剣
闘
士
が
使
っ
て
い
た
投と

網あ
み

の
よ
う
だ
。
無
数
の
銃
弾
で
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網
を
か
け
、
敵
機
を
搦か

ら

め
捕
る
。

　

敵
機
は
い
ち
早
く
右
に
横
転
し
て
垂
直
降
下
に
転
じ
、
ミ

ラ
ン
機
の
射
弾
に
空
を
切
ら
せ
た
。

　

素
早
さ
で
は
、
ジ
ー
ク
に
劣お

と

ら
な
い
機
体
だ
。
横
転
か
ら

降
下
に
移
る
際
の
素
早
さ
は
燕

ス
ワ
ロ
ーを
思
わ
せ
る
。

「『
セ
コ
イ
ア
１
』、
後
方
に
敵
機
！
」

「
ウ
ィ
ー
ブ
！
」

　

ベ
ー
カ
ー
の
叫
び
声
が
届
く
な
り
、
ミ
ラ
ン
は
指
示
を
下

し
た
。

　

二
機
が
機は

た

を
織お

る
よ
う
に
、
ジ
グ
ザ
グ
状
に
飛
び
、
敵
を

誘
い
込
む
戦
法
だ
。

　

一
機
が
背
後
を
取
ら
れ
て
も
、
も
う
一
機
が
横
合
い
や
後

方
か
ら
射
弾
を
浴
び
せ
、
撃
墜
す
る
。
ミ
ラ
ン
と
ベ
ー
カ
ー

の
コ
ン
ビ
は
、
Ｆ
４
Ｆ
に
乗
っ
て
い
た
と
き
、
こ
の
戦
術
で

四
機
の
ジ
ー
ク
を
墜
と
し
て
い
る
。

　

ミ
ラ
ン
は
操
縦
桿
を
右
に
、
あ
る
い
は
左
に
と
倒
し
、
水

平
旋
回
を
繰
り
返
す
。

　

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
は
、
食
ら
い
つ
い
て
来
る
敵
の
新
型
機

が
映う

つ

っ
て
い
る
。

　

旋
回
性
能
は
ジ
ー
ク
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
速
度
性
能

で
は
勝ま

さ

る
よ
う
だ
。
ミ
ラ
ン
機
と
の
距
離
を
詰
め
て
来
る
。

「
ま
だ
か
、
ベ
ー
カ
ー
。
ま
だ
か
⁉
」

　

ミ
ラ
ン
は
ベ
ー
カ
ー
に
呼
び
か
け
た
。

　

ウ
ィ
ー
ブ
戦
法
が
機
能
し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

敵
の
新
型
機
に
墜
と
さ
れ
る
。

　

何
か
が
壊
れ
る
よ
う
な
音
と
苦く

悶も
ん

の
声
が
、
レ
シ
ー
バ
ー

に
入
っ
た
。

「
ベ
ー
カ
ー
！
」

　

ミ
ラ
ン
の
呼
び
か
け
に
応こ

た

え
る
声
は
な
い
。

　

ベ
ー
カ
ー
機
は
、
敵
の
新
型
機
に
墜
と
さ
れ
た
の
だ
。

　

敵
機
を
ウ
ィ
ー
ブ
戦
法
に
引
き
込
む
つ
も
り
が
、
逆
に
引

き
込
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ミ
ラ
ン
は
歯は

噛が

み
を
し
つ
つ
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

Ｆ
６
Ｆ
は
、
左
の
翼
端
を
下
に
し
て
垂
直
降
下
に
入
っ
た
。

　

旋
回
格
闘
戦
で
敵
機
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
と
き
に
有
効
な

手
だ
。
ミ
ラ
ン
は
過
去
の
戦
い
で
、
何
度
か
こ
の
戦
法
を
用



アメリカ海軍 F6F-3 ヘルキャット

　米海軍の最新鋭艦上戦闘機。同時期に試作されたヴォート社のF4Uに
飛行性能では一歩譲るものの、F4Fの流れを汲む堅実な設計が評価され、
制式採用が決まった。F4Fの長所である堅牢さや生産性を重視した設計
はそのまま踏襲しつつ、実戦での運用で得られた問題点を解消すること
で、より実用性の高い戦闘機に仕上がっている。ことにエンジンの出力
向上で得られた余裕を防弾装備に回すことで、搭乗員の生存率を高めた
ことは、開戦劈頭、多数の空母を搭乗員もろとも喪失し、いまだ戦力回
復途中にある米海軍航空隊に喜ばれている。日本海軍の主力戦闘機「零
戦」にも充分対抗できると期待されている。

全長 10.2m
翼幅 13.1m
全備重量 5,704kg
発動機 P&W R-2800-10W 2,000馬力
最大速度 599km/時
兵装 12.7mm機銃×6丁（翼内）
乗員数 1名
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い
、
ジ
ー
ク
を
振
り
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

Ｆ
６
Ｆ
の
機
体
が
、
サ
イ
パ
ン
南
東
沖
の
海
面
を
指
し
て

降
下
す
る
。
急
降
下
速
度
は
、
Ｆ
４
Ｆ
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
。

海
面
が
、
急
速
に
近
づ
い
て
来
る
。

「
つ
い
て
来
ら
れ
る
か
、
ジ
ャ
ッ
プ
！
」

　

後
方
の
敵
機
に
呼
び
か
け
た
と
き
、
そ
れ
に
応
え
る
か
の

よ
う
に
、
ミ
ラ
ン
機
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
脇
を
火
箭
が
か
す
め
た
。

　

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
、
敵
の
新
型
機
が
映
っ
て
い
る
。

　

ミ
ラ
ン
機
と
の
距
離
を
、
じ
り
じ
り
と
詰
め
て
来
る
。

「
馬ば

鹿か

な
…
…
！
」

　

ミ
ラ
ン
は
、
現
在
の
状
況
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

Ｆ
６
Ｆ
は
、
対
日
戦
の
切
り
札
と
も
呼
ぶ
べ
き
機
体
だ
。

　

二
〇
〇
〇
馬
力
エ
ン
ジ
ン
の
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
と
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

騎
士
に
も
喩た

と

え
ら
れ
る
分
厚
い
防
弾
装
甲
、
一
二
・
七
ミ
リ

機
銃
六
丁
の
火
力
で
ジ
ー
ク
を
圧
倒
し
、
制
空
権
を
掴つ

か

み
取

る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
新
鋭
機
が
、
敵
機
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｆ
10
指
揮
官
の
自
分
が
、
直じ

き

率そ
つ

す
る
小
隊
の
僚

り
ょ
う

機き

を

全
て
失
い
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

「
な
ら
ば
！
」

　

ミ
ラ
ン
は
、
操
縦
桿
を
目め

一い
っ

杯ぱ
い

手
前
に
引
い
た
。

　

下
向
き
に
強
烈
な
遠
心
力
が
か
か
り
、
束つ

か

の
間ま

、
体
重
が

数
倍
に
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

急
降
下
を
か
け
て
い
た
Ｆ
６
Ｆ
が
、
一
転
し
て
上
昇
に
転

じ
る
。

　

Ｆ
６
Ｆ
は
エ
ン
ジ
ン
出
力
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
垂
直
面

で
の
格
闘
戦
を
得
意
と
し
て
い
る
。
宙

ち
ゅ
う

返が
え

り
で
の
勝
負
な

ら
、
こ
ち
ら
に
分ぶ

が
あ
る
は
ず
だ
。

　

Ｆ
６
Ｆ
が
宙
返
り
の
頂
点
に
達
し
、
再
び
降
下
す
る
。

　

首
を
ね
じ
曲
げ
、
頭
上
を
見
る
と
、
食
い
下
が
っ
て
来
る

敵
機
が
見
え
る
。

　

機
体
形
状
は
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ー
カ
ー
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
似

て
い
る
が
、
速
度
性
能
、
運
動
性
能
共
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
を
上

回
る
よ
う
だ
。

　

日
本
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
入
手
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
を
参
考
に

し
て
、
独
自
開
発
し
た
機
体
か
も
し
れ
な
い
。
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ミ
ラ
ン
機
は
、
二
度
目
の
宙
返
り
に
入
る
。

　

二
〇
〇
〇
馬
力
の
出
力
を
持
つ
エ
ン
ジ
ン
が
、
機
体
を
高

み
に
引
っ
張
り
上
げ
、
空
中
に
円
を
描え

が

い
て
ゆ
く
。

　

ミ
ラ
ン
機
が
宙
返
り
の
頂
点
に
達
し
た
と
き
、
真
下
か
ら

噴
き
延
び
る
火
箭
が
目
に
入
っ
た
。

（
当
た
る
！
）

　

背せ

筋す
じ

に
冷
た
い
も
の
を
感
じ
た
と
き
、
敵
弾
は
右
の
翼
端

付
近
を
か
す
め
、
虚こ

空く
う

へ
と
消
え
た
。

　

敵
機
は
、
な
お
も
追
っ
て
来
る
。

　

宙
返
り
に
よ
っ
て
敵
機
の
背
後
を
取
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

距
離
は
な
か
な
か
縮
ま
ら
な
い
。

　

ミ
ラ
ン
が
三
度
目
の
宙
返
り
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
敵

機
が
横
転
す
る
様
子
が
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
っ
た
。

　

垂
直
面
の
格
闘
戦
で
は
勝
て
ぬ
と
見
て
、
離
脱
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

空
中
戦
の
戦
場
が
、
視
界
に
入
っ
て
来
た
。

　

Ｆ
６
Ｆ
と
敵
の
新
鋭
機
が
混こ

ん

淆こ
う

し
、
赤
や
青
の
火
箭
が

縦じ
ゅ
う

横お
う

に
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　

Ｆ
６
Ｆ
も
、
敵
機
も
、
動
き
は
直
線
的
だ
。

　

猛
速
で
突
っ
込
ん
で
は
、
目
標
に
一
連
射
を
浴
び
せ
る
。

　

射
弾
を
放
っ
た
後
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
飛
び
抜
け
る
か
急
降

下
に
転
じ
、
一い

っ

旦た
ん

そ
の
場
か
ら
離
脱
す
る
。

　

騎
士
同
士
の
槍ト

ー
ナ
メ
ン
ト

試
合
を
、
同
時
に
数
十
箇
所
で
行
っ
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。

　

時と
き

折お
り

、
被
弾
し
た
機
体
が
火
を
噴
く
。

　

速
力
が
衰お

と
ろえ
た
Ｆ
６
Ｆ
に
、
敵
戦
闘
機
が
後
方
か
ら
一
連

射
を
浴
び
せ
て
止と

ど

め
を
刺
す
。

　

Ｆ
６
Ｆ
に
容よ

う

赦し
ゃ

の
な
い
一
撃
を
見み

舞ま

っ
た
敵
機
に
も
、
新

た
な
Ｆ
６
Ｆ
が
前
上
方
か
ら
突
進
し
、
両
翼
か
ら
無
数
の
一

二
・
七
ミ
リ
弾
を
叩
き
付
け
る
。

　

銃
弾
の
投
網
は
、
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
を
撃
ち
抜
き
、

主
翼
に
破
孔
を
穿
ち
、
補
助
翼
を
吹
き
飛
ば
す
。

　

一
瞬
で
、
金
属
製
の
襤ぼ

ろ褸
と
変
わ
っ
た
日
本
機
は
、
サ
イ

パ
ン
沖
の
海
面
目
が
け
、
真ま

っ
逆さ

か

さ
ま
に
落
下
し
て
ゆ
く
。

　

ど
ち
ら
が
優
勢
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

機
数
は
Ｖ
Ｆ
10
の
方
が
多
い
よ
う
だ
が
、
敵
の
新
鋭
機
は
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敏
速
に
飛
び
回
り
、
数
に
勝
る
Ｆ
６
Ｆ
と
互ご

角か
く

に
渡
り
合
っ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
Ｆ
４
Ｆ
は
ど
う
な
っ
た
？
」

　

肝か
ん

心じ
ん

な
こ
と
を
思
い
出
し
、
ミ
ラ
ン
は
ラ
ウ
ラ
ウ
湾
に
視

線
を
向
け
た
。

　

湾
口
付
近
に
立
ち
上
る
煙
が
、
視
界
に
入
っ
て
来
た
。

２

　

サ
イ
パ
ン
か
ら
出
撃
し
た
陸
軍
戦
闘
機
隊
と
、
米
軍
機
と

の
空
中
戦
は
、
第
四
艦
隊
の
各
艦
か
ら
も
遠え

ん

望ぼ
う

さ
れ
た
が
、

司
令
部
や
各
艦
の
乗
員
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

　

約
八
〇
機
と
見み

積つ

も
ら
れ
る
敵
機
が
、
上
空
か
ら
迫
り
つ

つ
あ
る
の
だ
。

　

七
月
一
六
日
に
ク
ェ
ゼ
リ
ン
攻
撃
を
成
功
さ
せ
た
後
、
第

四
艦
隊
は
北
に
迂う

回か
い

し
つ
つ
サ
イ
パ
ン
島
を
目
指
し
、
二
〇

日
未
明
に
ラ
ウ
ラ
ウ
湾
に
入
港
し
た
。

　

同
艦
隊
は
入
港
後
、
直た

だ

ち
に
燃
料
、
弾
薬
の
補
給
作
業
を

開
始
し
た
が
、
そ
の
さ
な
か
に
索
敵
機
よ
り
、

「
敵
艦
上
機
、
大た

い

挙き
ょ

『
サ
イ
パ
ン
』
ニ
向
カ
ヒ
ツ
ツ
ア
リ
」

　

と
の
緊
急
信
が
入
っ
た
の
だ
。

「
補
給
作
業
、
一
時
中
止
。
全
艦
、
湾
外
に
避ひ

退た
い

せ
よ
！
」

　

司
令
長
官
角か

く

田た

覚か
く

治じ

中
将
は
、
即
座
に
下か

令れ
い

し
た
。

　

ラ
ウ
ラ
ウ
湾
の
中
で
は
艦
の
動
き
が
制
約
さ
れ
、
被
弾
確

率
が
上
が
る
。

　

行
動
の
自
由
が
利き

く
外
洋
に
出
た
方
が
、
敵
弾
を
回
避
で

き
る
可
能
性
が
高
い
と
の
判
断
だ
。

　

旗き

艦か
ん

「
翔

し
ょ
う

鶴か
く

」
を
始
め
と
す
る
空
母
六
隻
、
軽
巡
三
隻
、

駆く

逐ち
く

艦か
ん

一
〇
隻
は
、
周
囲
の
海
面
を
激
し
く
泡あ

わ

立だ

た
せ
な
が

ら
湾
外
へ
の
脱
出
を
開
始
し
た
。

　

四
艦
隊
は
空
襲
を
予よ

期き

し
て
お
ら
ず
、
空
母
の
飛
行
甲
板

に
直
衛
戦
闘
機
隊
の
姿
は
な
い
。

　

サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
に
展
開
す
る
第
二
二
、
二
三
航
空

戦
隊
隷れ

い

下か

の
戦
闘
機
隊
と
、
サ
イ
パ
ン
島
に
配
備
さ
れ
た
陸

軍
第
五
飛
行
師
団
隷
下
の
飛
行
第
五
〇
戦
隊
が
迎
撃
に
上
が

っ
て
い
る
が
、
全
機
を
阻そ

止し

し
切
れ
る
と
の
保
証
は
な
い
。
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味
方
の
戦
闘
機
隊
が
防
ぎ
切
れ
な
か
っ
た
敵
機
は
、
対
空

砲
火
と
回
避
運
動
に
よ
っ
て
防
ぐ
以
外
に
な
い
。

「
通
信
よ
り
艦か

ん

橋き
ょ
う。
戦
闘
機
隊
指
揮
官
よ
り
報
告
。『
敵
機

ハ
艦
戦
ノ
ミ
』」

「
艦
戦
だ
け
だ
と
⁉　

確
か
か
？
」

　

通
信
参
謀
井い

村む
ら

高た
か

雄お

少
佐
の
報
告
を
受
け
、
首
席
参
謀
増ま

す

田だ

正し
ょ
う

吾ご

中
佐
が
聞
き
返
し
た
。

　

空
母
を
攻
撃
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
戦
爆
連
合
を
繰
り
出
す

の
が
定

じ
ょ
う

石せ
き

だ
。
敵
の
指
揮
官
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、

と
言
い
た
げ
だ
。

「
Ｆ
４
Ｆ
は
小
型
爆
弾
二
発
を
搭
載
で
き
ま
す
。
空
母
の
甲

板
を
破
壊
し
、
発
着
艦
不
能
に
陥
れ
る
つ
も
り
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

「
そ
の
手
で
来
た
か
」

　

航
空
甲
参
謀
入い

り

佐さ

俊と
し

家い
え

中
佐
の
推
測
を
聞
き
、
角
田
は
唸う

な

り
声
を
発
し
た
。

　

米
艦
隊
の
指
揮
官
は
、
空
母
の
撃
沈
で
は
な
く
、
戦
闘
不

能
に
追
い
込
む
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
。

「
全
艦
に
打
電
せ
よ
。『
敵
戦
闘
機
ハ
爆
装
ナ
リ
。
厳
重
注

意
』
！
」

　

角
田
は
、
井
村
通
信
参
謀
に
命
じ
た
。

　

第
四
艦
隊
の
前
方
上
空
で
は
、
空
中
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

二
二
、
二
三
航
戦
の
零
戦
が
、
Ｆ
４
Ｆ
の
前
上
方
か
ら
挑い

ど

み
か
か
っ
た
の
だ
。

「
敵
一
機
撃
墜
！ 

ま
た
二
機
撃
墜
！
」

　

旗
艦
「
翔
鶴
」
の
見み

張は
り

員い
ん

が
、
歓
声
混
じ
り
の
報
告
を
上

げ
た
。

　

零
戦
は
Ｆ
４
Ｆ
の
前
上
方
か
ら
突
っ
込
ん
で
は
一
連
射
を

浴
び
せ
、
後
ろ
上
方
へ
と
抜
け
る
。

　

あ
る
い
は
横
合
い
か
ら
仕
掛
け
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
や
主
翼
の

付
け
根
に
一
連
射
を
叩
き
込
む
。

　

Ｆ
４
Ｆ
も
零
戦
に
射
弾
を
放
つ
が
、
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の

火
箭
は
空
を
切
る
。

　

機
体
を
振
っ
て
か
わ
そ
う
と
す
る
Ｆ
４
Ｆ
も
あ
る
が
、
零

戦
は
逃
が
さ
な
い
。

　

両
翼
か
ら
放
つ
二
〇
ミ
リ
弾
は
、
主
翼
を
叩
き
折
り
、
エ
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ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
を
引
き
裂
き
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
直
撃

し
て
搭
乗
員
を
射
殺
す
る
。

　

Ｆ
４
Ｆ
の
後
方
か
ら
喰
ら
い
つ
く
零
戦
も
あ
る
。

　

常つ
ね

で
あ
れ
ば
、
Ｆ
４
Ｆ
も
水
平
旋
回
を
か
け
て
零
戦
と
格

闘
戦
に
入
る
か
、
急
降
下
に
転
じ
て
の
離
脱
を
図
る
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
の
日
の
Ｆ
４
Ｆ
は
動
き
が
鈍に

ぶ

い
。

　

零
戦
を
か
わ
そ
う
と
し
て
も
、
容
易
に
距
離
を
詰
め
ら
れ
、

背
後
か
ら
二
〇
ミ
リ
弾
の
火
箭
を
撃
ち
込
ま
れ
る
。

　

主
翼
を
叩
き
折
ら
れ
た
Ｆ
４
Ｆ
は
回
転
し
な
が
ら
墜
落
し
、

胴
体
を
引
き
裂
か
れ
た
Ｆ
４
Ｆ
は
よ
ろ
め
き
な
が
ら
高
度
を

落
と
す
。

　

角
田
が
空
母
部
隊
の
指
揮
を
執と

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一

年
以
上
が
経た

つ
が
、
戦
闘
機
同
士
の
空
中
戦
が
、
こ
れ
ほ
ど

一
方
的
に
推
移
す
る
の
は
初
め
て
だ
。

　

零
戦
は
こ
れ
ほ
ど
強
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
Ｆ
４
Ｆ

が
弱
い
の
か
。

「
Ｆ
４
Ｆ
は
爆
弾
を
搭
載
し
、
動
き
が
鈍
っ
て
い
ま
す
。
空

戦
性
能
で
零
戦
に
劣
る
機
体
が
爆
弾
を
搭
載
し
た
の
で
は
、

零
戦
に
勝
て
る
道ど

う

理り

が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
戦
闘
機
を
爆
撃
機
に
仕し

立た

て
た
米
軍
の
失
敗
と
い
う
こ
と

か
」

　

参
謀
長
岡お

か

田だ

次じ

作さ
く

少
将
の
発
言
に
、
角
田
は
頷う

な
ずい

た
。

　

こ
れ
な
ら
、
零
戦
だ
け
で
全
機
を
阻
止
で
き
る
の
で
は
、

と
期
待
し
た
が
―
。

「
敵
約
一
〇
機
、
本
艦
の
左
二
〇
度
、
高
度
三サ

ン

〇マ
ル

（
三
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

「『
紅こ

う

鶴か
く

』
に
急
降
下
！
」

　

見
張
員
の
報
告
が
、
続
け
て
飛
び
込
ん
だ
。

「
取と

り

舵か
じ

一
杯
」

「
と
ぉ
ー
り
か
ぁ
ー
じ
、
い
っ
ぱ
ぁ
ー
い
！
」

「
翔
鶴
」
艦
長
岡お

か

田だ

為た
め

次つ
ぐ

大
佐
が
大だ

い

音お
ん

声じ
ょ
う
で
下
令
し
、
航

海
長
中な

か

村む
ら

次じ

郎ろ
う

中
佐
が
操
舵
室
に
命
じ
た
。

「
翔
鶴
」
は
、
す
ぐ
に
は
回
頭
を
始
め
な
い
。

　

全
長
二
五
八
メ
ー
ト
ル
、
水
線
幅
二
六
メ
ー
ト
ル
、
基
準

排
水
量
二
万
五
六
七
五
ト
ン
の
大
型
艦
だ
。
舵か

じ

が
利
き
始
め

る
ま
で
に
は
、
相そ

う

応お
う

の
時
間
が
か
か
る
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




